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桜の開花に合わせてお花見を行いました。
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自然と笑顔が溢れていました。



令和７年度令和７年度
喜多方市社会福祉協議会事業計画 喜多方市社会福祉協議会事業計画 

昨今は「超少子高齢・人口減少社会」「人生
100年時代」といわれ、従来、世代を超えてお
互いに支えあい、助け合ってきた地域のつなが
りが希薄化し、地域で暮らす支援が必要な方へ
の支援や災害時要援護者への対応など地域が抱
えるニーズや課題が複雑化、多様化しています。
このようななか、本会では行政区長会、民生
児童委員連合会をはじめとした地域の福祉関係
者の皆様のご協力をいただき「生活支援体制整
備事業」に積極的に取り組んでおり、引き続き
生活支援支え合い会議での協議を深化させ、地
域の皆様とともに地域の課題解決、社会資源の
創出に取り組んで参ります。
また、支援を必要とされる要支援者の対応と
して、成年後見制度や日常生活自立支援事業の
利用が必要な世帯への支援、生活困窮世帯への
伴奏型支援等、一人ひとりに寄り添った丁寧な
対応に努めて参ります。

基本方針

１ 経営改善計画の策定と実行
２ 相談支援事業の連携強化と充実

重点事業

１ 「つながろう！在宅介護者のつどい」事業
２ 経営改善計画の策定
３ 登録災害ボランティア組織整備事業
４ 相談支援連携会議の設置
５ 市民後見人養成研修のニーズ調査、
 開催検討

主な新規事業

令和７年度 社会福祉法人喜多方市社会福祉協議会予算
＜社会福祉事業会計 収支内訳＞ （単位：千円）

収　　　　入 支　　　　出

会費収入 2,800 法人運営事業区分 75,513

寄付金収入 11,531 地域福祉推進事業区分 508,038

経常経費補助金収入 86,974 介護保険事業区分 334,812

受託金収入 512,887 地域包括支援センター事業区分 91,430

事業収入 14,844 災害ボランティアセンター事業区分 86

負担金収入 640 合　計 1,009,879

介護保険事業収入 345,020

障害福祉サービス等事業収入 3,541

受取利息配当金収入 420

その他の収入 2,222

前期末支払資金残高 29,000

合　計 1,009,879

2きたかた社協だより
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社会福祉協議会では、令和７年２月２６日に大船渡市で発生した大規模な林野火災により被災され
た方 を々支援するため、火災義援金の受付を行っております。
お寄せいただいた義援金は、日本赤十字社福島県支部及び福島県共同募金会を通じて、全額が対
象地域に届けられます。
皆さまの温かいご支援をよろしくお願いいたします。

「令和７年大船渡市赤崎町林野火災義援金」の受付

ぼらせん通信
VOL.24

日本赤十字社福島県支部喜多方市地区
福島県共同募金会喜多方市共同募金委員会

喜多方市社会福祉協議会ボランティアセンター  TEL 0241-23-3231お問合わせ

除雪ボランティア決行！！

ボランティアいっしょにやってみませんか？
点訳ボランティアサークル「eyeの会」

点訳ボランティアサークル「eyeの会」では、視覚に障がいのある方のために、
活字で書かれている書籍などの内容を“点字にして伝える”活動を行っています。
月１回ほど土曜日に定例勉強会を実施しています。
一緒に活動してくださるボランティアさんを募集していますので、興味のある
方、ぜひお問い合わせください。お待ちしております。

ここ数年、雪が少なく除雪ボランティア事業の開催見送りが続いていましたが、今年は喜多方市民生児
童委員連合会との共催で除雪ボランティアを実施することができました。
豪雪地域における自力での除雪が困難な高齢者等に対し、地域のボランティアの皆さまの協力で除雪
活動を行いました。活動を通して多世代の交流を図り、地域福祉への関心を高める機会となりました。

ｰ INFOMATION ｰ お 知 ら せ

受　付　窓　口 ： 喜多方市社会福祉協議会本・支所
募金箱設置場所 ： 喜多方市社会福祉協議会本・支所及び喜多方市役所本庁・各総合支所

喜多方地区
（39名参加）

塩川地区
（32名参加）

熱塩加納地区
（99名参加）

高郷地区
（24名参加）

山都地区
（22名参加）

社協子育て支援イベント

※詳細については、本会Facebookにて随時お知らせいたします

みんながわくわくするような、

楽しい季節のイベントを行います☆☆

近くの会場へぜひ遊びにきてね♪♪

季節の製作

エプロンシアター

キッズ運動会

クリスマス製作・リズム遊び

怖くない(*´з`)豆まき

プチ夏祭り

ハロウィン

クリスマス会

たのしい工作

内　容会　場 開催日

6/10（火）

9/ 9（火）

12/ 9（火）

 2/10（火）

7/22（火）

10/28（火）

12/23（火）

 3/24（火）

喜多方

塩　川

《開 館 時 間》 10：00～11：30
《喜多方会場》 喜多方市総合福祉センター ☎0241-23-3231
《塩 川 会 場》 塩川保健福祉センター（いきいきセンター） ☎0241-27-3948

スケジュール

貸

公共交通機関や介護タクシー等を日常的に利用で
きない障がいをお持ちの方や高齢者の方々の外出を支
援するため、市民の皆さんを対象に車いすごと同乗が
可能な車両を貸し出しています。

〇車いすを使用して生活している方
〇福祉車両を使用しなければ外出が困難な方

利用対象者

〇施設や病院等への送迎
〇買い物、レクリエーション、観光、リフレッシュ等社会活動への参加

利用目的

原則として、12月29日から１月３日を除く8時30分から17時まで利用期間

無料（ただし燃料代その他運行に必要な費用（有料道路料金、駐車料金等）は、利用者負担）利用料金

利用日10日前までに申請書提出（予約は利用日の１ヵ月前から可能）利用申込み

〇病院等への通院
〇買い物や旅行等
　社会活動への参加

利用目的

貸出日を含めて
一週間以内

利用期間

無料利用料金

事前に申請書提出利用申込み

車いす・車いす同乗車両車いす・車いす同乗車両車いす・車いす同乗車両をお貸しします
車いす 車いす同乗車両 
障がいをお持ちの方や高齢者の

方々の外出の際に、一時的に車いす
を必要とする市民の皆さんを対象に
車いすを無償で貸し出しています。

4きたかた社協だより



社会福祉協議会では、令和７年２月２６日に大船渡市で発生した大規模な林野火災により被災され
た方 を々支援するため、火災義援金の受付を行っております。
お寄せいただいた義援金は、日本赤十字社福島県支部及び福島県共同募金会を通じて、全額が対
象地域に届けられます。
皆さまの温かいご支援をよろしくお願いいたします。

「令和７年大船渡市赤崎町林野火災義援金」の受付

ぼらせん通信
VOL.24

日本赤十字社福島県支部喜多方市地区
福島県共同募金会喜多方市共同募金委員会

喜多方市社会福祉協議会ボランティアセンター  TEL 0241-23-3231お問合わせ

除雪ボランティア決行！！

ボランティアいっしょにやってみませんか？
点訳ボランティアサークル「eyeの会」

点訳ボランティアサークル「eyeの会」では、視覚に障がいのある方のために、
活字で書かれている書籍などの内容を“点字にして伝える”活動を行っています。
月１回ほど土曜日に定例勉強会を実施しています。
一緒に活動してくださるボランティアさんを募集していますので、興味のある
方、ぜひお問い合わせください。お待ちしております。

ここ数年、雪が少なく除雪ボランティア事業の開催見送りが続いていましたが、今年は喜多方市民生児
童委員連合会との共催で除雪ボランティアを実施することができました。
豪雪地域における自力での除雪が困難な高齢者等に対し、地域のボランティアの皆さまの協力で除雪
活動を行いました。活動を通して多世代の交流を図り、地域福祉への関心を高める機会となりました。

ｰ INFOMATION ｰ お 知 ら せ

受　付　窓　口 ： 喜多方市社会福祉協議会本・支所
募金箱設置場所 ： 喜多方市社会福祉協議会本・支所及び喜多方市役所本庁・各総合支所

喜多方地区
（39名参加）

塩川地区
（32名参加）

熱塩加納地区
（99名参加）

高郷地区
（24名参加）

山都地区
（22名参加）

社協子育て支援イベント

※詳細については、本会Facebookにて随時お知らせいたします

みんながわくわくするような、

楽しい季節のイベントを行います☆☆

近くの会場へぜひ遊びにきてね♪♪

季節の製作

エプロンシアター

キッズ運動会

クリスマス製作・リズム遊び

怖くない(*´з`)豆まき

プチ夏祭り

ハロウィン

クリスマス会

たのしい工作

内　容会　場 開催日

6/10（火）

9/ 9（火）

12/ 9（火）

 2/10（火）

7/22（火）

10/28（火）

12/23（火）

 3/24（火）

喜多方

塩　川

《開 館 時 間》 10：00～11：30
《喜多方会場》 喜多方市総合福祉センター ☎0241-23-3231
《塩 川 会 場》 塩川保健福祉センター（いきいきセンター） ☎0241-27-3948

スケジュール

貸

公共交通機関や介護タクシー等を日常的に利用で
きない障がいをお持ちの方や高齢者の方々の外出を支
援するため、市民の皆さんを対象に車いすごと同乗が
可能な車両を貸し出しています。

〇車いすを使用して生活している方
〇福祉車両を使用しなければ外出が困難な方

利用対象者

〇施設や病院等への送迎
〇買い物、レクリエーション、観光、リフレッシュ等社会活動への参加

利用目的

原則として、12月29日から１月３日を除く8時30分から17時まで利用期間

無料（ただし燃料代その他運行に必要な費用（有料道路料金、駐車料金等）は、利用者負担）利用料金

利用日10日前までに申請書提出（予約は利用日の１ヵ月前から可能）利用申込み

〇病院等への通院
〇買い物や旅行等
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トピックス

2月25日に喜多方第一地区に生活支援支え合い会議が設立されました。民生児童委員、行政区長会や福祉団体

の代表、地域住民の代表、市役所職員、社会福祉協議会職員の13名の委員で構成されています。

今後は、既にある支え合い活動や地域の情報を共有し、将来に向けて「自分たちのまちをどのような地域にした

いか」など、身近な地域での支え合い、助け合いの地域づくりについて話し合いを進めていきます。

　児童館・児童クラブ館では、4月5日、旧喜多方市内全

10館において入所式を行いました。みんなで仲良く、楽

しく過ごしましょう！

3月8日、9日の２日間、喜多方市高齢者生産活動センターにおいて「いきいきチャレンジ体験教室！」を開催しまし

た。陶芸、手芸、織物、押し花絵、園芸の5グループの会員が創意工夫を凝らして制作した作品の販売と体験教室を

行いました。

ご来場されたお客様からは「毎年楽しみにしているの」「いいのがなくなる前に早くきたわ」などのうれしいお言

葉をたくさんいただきました。また、高齢者生産活動センターで活動している会員が講師となり、陶芸、手芸、織物、

押し花絵、わら工芸の体験教室の中から興味のある教室に参加し、楽しく体験していただくことが出来ました。

さらにうれしいことに、体験教室にご参加いただいた方数名が令和７年度より新しい仲間となり、一緒に活動し

ていくことになりました。令和

７年度新入会員は随時募集し

ております。気になる方は当セ

ンターまでまずはご連絡くだ

さい。

１１月１３日に姥堂地区生活支援

支え合い会議が設立されました。

設立にあたっては、行政区長会

等で「お互いに声をかけ合える地

域づくり」についての説明を重

ね、本会議の趣旨に賛同された

18名の委員で発足されました。

本会議の愛称は、地域で安心

して暮らし続けるために繋がりを大切にし、支え合う地域を創っていきたいとの思いを込め「姥堂和やか結（ゆい）

の会」としました。

今後は、地域の情報を共有しながら「自分たちにできることから」を合言葉に、支え合いと助け合いの地域を目ざ

して話し合いを進めていきます。

4月１日に、全国から集まった公益財団法人修養団
40名の方々が来訪されました。山都町出身の社会教
育家「蓮沼門三」が創立した団体という縁もあり、長い
間毎年山都支所に来訪されていましたが、新型コロナ
感染拡大に伴う活動自粛期間を経て、今回は数年ぶり
の来訪となりました。
山都支所の窓ガラス清掃のほか、山都デイサービス
センターと高郷デイサービスセンターで利用者のみな
さんと交流し、歌や劇を披露していただきました。会
話も弾み楽しい時間を過ごし、たくさんの元気をいた
だきました。

しきみ児童クラブ館

喜多方市高齢者生産活動センター

TEL 0241-24-2297

お問い合わせ
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成年後見相談センターでの相談は　　  です。無料

喜多方市成年後見相談センター喜多方市成年後見相談センター
～「これからのこと」一緒に考えませんか？～

● 成年後見制度全般の説明・相談
● 適切な相談窓口、機関の紹介
● 成年後見制度の利用に向けた専門職への相談
● 申立手続きの支援
● 成年後見制度の利用を検討するための会議の開催
● 出前講座　など

● 場　所 ： 喜多方市総合福祉センター２F 図書室
 喜多方市字上江３６４６-１
● 日　時 ： 毎月第２木曜日　午後１時～３時
● 相談員 ： 公益社団法人
 認知症の人と家族の会 会員

喜多方市社会福祉協議会　相談支援課　☎0241-23-3231

※相談内容については守秘義務を厳守いたします。
※上記日時でご都合がつかない方はご相談ください。

　喜多方市成年後見相談センター
は、成年後見制度に関する説明・相
談、その方に適した相談窓口、機関の
紹介、広報・研修などを通して、成年
後見制度の利用の促進を図ることを
目的とする機関です。

ご相談・お問い合わせは

喜多方市成年後見相談センター
（喜多方市社会福祉協議会　権利擁護推進室）

〒966-0043 喜多方市字上江3646番地1（喜多方市総合福祉センター内）

TEL.0241-23-7373　FAX.0241-23-3296

～相談センターが実施していること～

からの
お知らせ生 活 サ ポ ー ト セ ン タ ー

協定を締結している生活協同組合コープあい
づ様のほか、カーブス喜多方店様から「フードド
ライブ」として食料品を寄贈いただきました。
また、寄付ご芳名に掲載させていただいてお

りますが多くの方々からお米などの食料品等の
ご寄付をいただいております。地域で必要とさ
れている方やこども食堂等にお配りしています。ありがとうございます。

フードバンクへ寄贈いただきました

生活協同組合コープあいづ様 カーブス喜多方店様

認知症介護相談会のご案内
認知症の方の介護不安や、悩みをお持ちの方、一人で悩まずにお気軽にご相談ください。
「公益社団法人 認知症の人と家族の会」の会員がご相談に応じます。

お問い合わせ窓口

心配ごと相談所

☎0241－23－7373までご連絡ください。
喜多方市生活サポートセンター（社会福祉法人 喜多方市社会福祉協議会内）ご相談・

お問い合わせは

です。相談
無料

秘密
厳守

生活にお困りの方の相談を受け付
け、一人ひとりの状況に合わせて、働くこ
と、家賃支払いなど住まいの相談、家計
の立て直しなど一緒に考えていきます。

　就労に向けた準備を考えている方、社会に出る
きっかけが必要な方を対象に就労体験事業を行
なっています。社会福祉協議会で就労体験を行な
い、次のステップへ踏み出してみませんか？
　一人ひとりに合わせた時間や場所での参加が可
能です。

※体験内容はシール貼り、資料帳合、フードバンクの
仕分け作業、施設の清掃や環境・花壇整理などです。

社会との
かかわりが苦手で
就労に自信がない

就労に不安がある。
長続きしない・・

仕事がなくて、
どうしたらよいか
分からない

働きたくても
働けない

お金が
たりない

住むところ
がない

家賃や税金、
公共料金が
払えない

家族のことで
困っているなど

例えば
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もの忘れが気になる

●本所  0241‒21‒8856  喜多方市総合福祉センター内
●熱塩加納サブセンター 0241‒36‒2336
　熱塩加納保健福祉センター「夢の森」内
●塩川サブセンター 0241‒27‒4047
　塩川保健福祉センター｢いきいきセンター｣内

●山都サブセンター 0241‒38‒3139
　山都過疎高齢者生活福祉センター｢しゃくなげホーム｣内
●高郷サブセンター 0241‒44‒7111
　高郷高齢者生活福祉センター｢かたくり荘｣内

17時15分～19時30分までは事前にご予約いただければ相談対応いたします。

月曜日から金曜日
（祝日、年末年始を除く） 8時30分～17時15分営業日：

喜多方市地域包括支援センター
からのお知らせ

認知症になった時の生活や、財産管理が心配

ひとり暮らしの
親が心配だ

足腰が弱ってきたから、
体操して元気に過ごしたい

近所の高齢者が
虐待や暴力を
受けているかも…

介護保険サービスを

利用したいが、

手続きがわからない

介護で悩んでいる

自分の体調も

つらい…

　地域包括支援センターとは、介護、医療、保健、福祉などさまざまな面から
高齢者を支える「高齢者の総合相談窓口」です。
　喜多方市内にお住まいの高齢者自身からの相談はもちろん、ご家族や友人、近所
の方からの相談も受け付けています。お気軽にご連絡ください。

こんな不安や
困りごとは
ありませんか？

オレオレ詐欺かも…
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喜多方市地域包括支援センター
からのお知らせ

認知症になった時の生活や、財産管理が心配

ひとり暮らしの
親が心配だ

足腰が弱ってきたから、
体操して元気に過ごしたい

近所の高齢者が
虐待や暴力を
受けているかも…

介護保険サービスを

利用したいが、

手続きがわからない

介護で悩んでいる

自分の体調も

つらい…

　地域包括支援センターとは、介護、医療、保健、福祉などさまざまな面から
高齢者を支える「高齢者の総合相談窓口」です。
　喜多方市内にお住まいの高齢者自身からの相談はもちろん、ご家族や友人、近所
の方からの相談も受け付けています。お気軽にご連絡ください。

こんな不安や
困りごとは
ありませんか？

オレオレ詐欺かも…
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地
1

ＴＥＬ
 0241-23-3231　

FAX
 0241-23-3296

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

info@
kitakata-shakyo.or.jp

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

　
http://w

w
w

.kitakata-shakyo.or.jp/

●
熱

塩
加

納
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-36-3112　

FAX
 0241-36-2776

●
塩

川
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-27-3948　

FAX
 0241-27-3948

●
山

都
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-38-3100　

FAX
 0241-38-3137

●
高

郷
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-44-7111　

FAX
 0241-44-7112

喜多方市高齢者生産活動センターからのお知らせ

第39回 センターまつり開催します

喜多方市高齢者生産活動センター　℡ 0241-24-2297（月～金）
［ 8：30～17：15 ］

お問い合わせ

●日時 令和７年６月８日（日）
 10：00～14：00
●場所 喜多方市高齢者生産活動センター
 （岩月町宮津字火付沢3567-1）
●内容 ○センター会員が心を込めて作った作品が勢ぞろいです。
 　展示及び格安で販売します。
 ○福祉バザー、野菜販売やＲＤＳダンスパフォーマンス
 　などお楽しみもあります。
 ○体験教室（陶芸、手芸、織物、押し花絵）
　 　事前申し込み受付中です。（５月30日（金）締切）
 ○地域包括支援センターまちかど相談室、血圧測定
 ○市内巡回バスを運行（市総合福祉センターも回ります）
●詳細は高齢者生産活動センターまでお問い合わせください。

ｰ INFOMATION ｰ お 知 ら せ

※きたかた社協だよりの作成経費は、福祉活動支援金・賛助会員会費
　及び共同募金配分金等を活用させていただいております。

介護職員初任者研修介護職員初任者研修介護職員初任者研修令和７年度令和７年度令和７年度

介護職員初任者研修とは、介護職として働く上で基本となる知識・技術を習得する研修です。
介護現場で働く方だけでなく、家族を介護する際にも役立ちます。

詳細が決まりましたら、ホームページ等でお知らせします。もうしばらくお待ちください。

7/1～11/11開講予定！

夜
コース
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